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Ϩ　はじめに
日本では、日高山脈と日本アルプスとを中心
に氷河作用研究が積み重ねられてきた （今村 
1940；橋本・熊野 1955；Kobayashi 1958；小疇
ほか 1974；小野・平川 1975）。近年、大雪山・
利尻岳のような北海道の山地や、日本海側多雪
中級山岳でも氷河作用研究が実施されるように
なり （小疇 2002；溝邊 2002；近藤 2004；長
谷川ほか 2004）、空間的な研究領域が飛躍的に
拡大している。しかし、日本アルプスで最終氷
期を通しての氷河の消長史が解明された地域は
北アルプスと中央アルプスに偏在しており、南
アルプスでは最北部に位置する仙丈ヶ岳での研
究事例 （神沢・平川 2000） があるだけである。
神澤・平川 （2000） は、仙丈ヶ岳薮沢の氷河
地形形成期を古い方から順に䉤沢Ⅰ期・薮沢Ⅱ
期・䉤沢Ⅲ期の 3期に区分した。䉤沢Ⅰ期の堆
石は残されていないが、氷食谷の分布状況か
ら、その末端高度は2,250m付近と考えられて
いる。䉤沢Ⅱ期・Ⅲ期の端堆石の分布高度は、
それぞれ2,570m、2,890mである。氷河前進期
の年代を示す資料は得られていないが、中央ア
ルプスの氷期編年との対比から、䉤沢Ⅰ期は最
終氷河期前半の亜氷期、䉤沢Ⅱ期・䉤沢Ⅲ期は
後半の亜氷期であるとみなされた。
北アルプス・中央アルプスでは、これまでの
氷河作用研究で得られた資料に基づいて、最終
氷期の氷河環境の復元が試みられてきた（Ono 
1981；Ito and Vorndran 1983；長谷川 1996；青
木 2002）。しかし、南アルプスでは、前述の通
り最終氷期を通しての氷河の消長史が解明され
た場所は一ヶ所しか無く、氷河環境の復元を実
施できる状況にはない。今後、日本アルプス全
域での氷河環境の復元を進めていくためには、
南アルプス、特に研究がほとんど実施されてい
ない南部地域での資料の集積が急務である。
一方、山岳地域における過去の周氷河環境を
復元するために、周氷河性平滑斜面と岩石氷河
の研究が進められてきた （清水 1983；青山 
2002a）。周氷河性平滑斜面は、主として無植被
の環境下で形成され、その下限は連続的な植被
帯の上限に一致する。北・中央アルプスでの研
究事例は多い （小泉・柳町 1982；高田 1992；
長谷川 1996）が、南アルプスにおける研究事
例はほとんど無い。岩石氷河は、永久凍土のク
リープによって巨岩塊が緩速度で流動する岩塊
集積地形であり、永久凍土の存在を示す指標地
形として重要である。南アルプスでは、北部の
三峰岳周辺に分布する岩石氷河が古くから記載
され（式 1961, 1975）、近年、詳細な調査も実
施されるようになった （池田・西井 2011） が、
南部地域ではほとんど研究が行われていない。
本研究は、これまで詳細な氷河・周氷河作用
研究が実施されてこなかった南アルプス南部、荒
川三山南面に分布する圏谷群とその周辺地域の
氷河・周氷河地形発達史を明らかにすることを
目的として実施した。荒川三山南面には、古典的
な研究段階から圏谷と認定された地形が分布す
る （今村 1940; Kobayashi 1958）。また、空中写
真の判読に基づいて日本アルプスの氷河地形分
布図を作成した五百沢 （1979） によって、古期の
氷河地形の分布が確認されており、青山（2000）
によって岩石氷河の分布も確認されている。
南アルプス，荒川三山南面圏谷群における
最終氷期以降の氷河・周氷河地形発達史
長谷川裕彦 1）・青山雅史 2）・佐々木明彦 3）・増沢武弘 4）
1） 山岳地理学研究所　　　2）日本地図センター　　　3）信州大学　　　4）静岡大学
24―　　―
ϩ　調査地域と研究方法
1．地形・地質概観
荒川三山 （悪沢岳：3,141m, 中岳：3,083m, 前
岳：3,068m） 南面には、西から順に前岳南東圏
谷・中岳南東圏谷・悪沢岳南西圏谷の南東に開
く三つの平底圏谷が分布する （図 1、写真 1）。
これら三圏谷は大井川右支の奥西河内本谷の源
頭部に位置し、圏谷底高度は前岳南東圏谷：
2,810m、中岳南東圏谷：2,850m、悪沢岳南西
圏谷：2,730mである。
周辺の地質は、四万十帯赤石層群・白根層群
の白亜紀堆積岩類からなる（図 1：静岡県 1994；
松島 2006）。中岳・前岳の山頂部は砂岩優勢の
赤石層群からなり、前岳南東圏谷・中岳南東圏
谷の圏谷壁下部から圏谷底にかけての斜面には
白根層群の赤色チャートが分布する。両圏谷と
も圏谷底よりも下方の斜面には、白根層群の緑
色岩類が広く露出する。悪沢岳山頂部は赤色
チャートからなるが、悪沢岳南西圏谷では圏谷
壁の一部がチャートからなる他は緑色岩類の分
布が優勢である。悪沢岳の南側斜面には、白根
層群の泥質岩が分布する。三圏谷とも、圏谷壁
の急峻な部分は赤色チャートからなっている。
悪沢岳南西圏谷から下方には、谷底の幅の広
いU字形の横断面形を呈する谷 （以下、U字谷）
が現河床高度2,300m付近まで続く。それより
下流側でも、本谷出合 （標高2,050m） までの区
図 1　調査地域の位置 （a・b） と地形・地質 （c）
Ka：甲斐駒ケ岳　Ki：北岳　Si：塩見岳　Ak：赤石岳　Te：光岳
1 .山頂と稜線　2 .河川　3 .圏谷　4 .古期端堆石　5 .砂岩・泥岩互層および同起源の混在岩　6 .緑色岩類　7 .赤色チャート
8. .泥岩および泥岩優勢の砂岩・泥岩互層　9 .砂岩優勢の砂岩・泥岩互層（5-7：白根層群［白亜紀］、8, 9：赤石層群［白亜紀］）
A：前岳南東圏谷　B：中岳南東圏谷　C：悪沢岳南西圏谷
地質は静岡県 (1994) による . 国土地理院発行2.5万分の 1地形図幅『赤石岳』を使用．
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（1987a）、長谷川 （1996） に従った。また、周氷
河性平滑斜面の判読には小泉・柳町 （1982）、
清水 （1983）、高田 （1986, 1992）、柳町・小泉
（1988）、長谷川 （1996） を、岩石氷河の判読に
は松岡 （1998）、青山 （2002a） をそれぞれ参考に
した。
分布が明らかになった堆石群・岩石氷河・周
氷河性平滑斜面の形成期を比較検討するため
に、各地形面上で地形構成礫の風化皮膜厚、お
よびシュミットハンマー反発値 （R値） の測定を
実施した。風化皮膜厚の測定方法はおおむね青
木 （1994） に従い、次のような条件を設定した。
1）前岳南東圏谷に分布する堆石上でランダム
サンプリングを行った結果、風化皮膜の発達
が良く、しかも風化部・未風化部の境界が明
瞭で、最も風化皮膜厚を測定しやすいと判断
された赤石層群の細粒砂岩礫を測定対象とす
る。
2）無植被の地形面上で、地表に露出した長径
20cm以上の礫の上面 （表側） を計測する。
3）風化皮膜の発達した礫上面を 5分割し、各
間は幅の狭いU字形の横断面形を呈する谷が続
いている。五百沢 （1979） は、本谷出合の上流
側両岸に古期の端堆石が分布すると考えた （図
1）。中岳南東圏谷とU字谷の間には、比較的急
傾斜な斜面が存在するが、斜面の横断面形は浅
い凹形を呈しており地形的にU字谷にスムース
に連続する。一方、前岳南東圏谷の下方には顕
著な階段状地形が存在する。この階段状地形
は、白根層群の赤色チャート分布域に位置する
ことから組織地形として形成されたものと考え
られる。階段状地形より下方の斜面には 2本の
谷が存在する。両谷とも谷壁斜面の断面形はコ
ンケーブでV字形とU字形の中間的な横断面形
を呈するが、下流に向かうに従いV字谷的な形
状に斬移する。
2 ．研究方法
空中写真判読と現地調査の結果から、調査地
域周辺の氷河・周氷河地形分布図 （図 2） を作
成した。氷河地形の判読基準は、五百沢 （1966, 
1974, 1979）、小野・平川 （1975）、伊藤・正木
写真 1　荒川三山南面の圏谷群（空撮）
A：前岳南東圏谷　B：中岳南東圏谷　C：悪沢岳南西圏谷
2006年12月，増沢撮影．
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図 2　荒川三山南面の氷河・周氷河地形分布図
1 .荒川岳期 3圏谷壁 (最新期圏谷壁 )　2 .荒川岳期1・2圏谷壁 (新期圏谷壁 )　3 .谷頭氷食緩斜面　4 .荒川岳期 3堆石（a堆石）
5 .荒川岳期 2堆石（b堆石）　6 .荒川岳期 1堆石 (c堆石 )　7 .岩石氷河　8 .風衝砂礫地　9 .砂礫地・ハイマツ指交斜面
10 .植被（新期）周氷河性平滑斜面　11 .崖錐　12 .崖錐下方緩斜面　13 .調査地点・番号
A：前岳南東圏谷　B：中岳南東圏谷　C：悪沢岳南西圏谷
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分布が確認された（図 2・写真 2）。
a）氷河地形
三つの圏谷群には圏谷底を取り囲むように顕
著な圏谷壁が分布する。三圏谷とも主稜線直下
から右岸側の圏谷壁は急傾斜で開析の進んでい
ない新鮮な形態を呈するが、左岸側の圏谷壁は
相対的に緩傾斜で多くのガリーに刻まれてい
る。これは、氷河の縮小過程で、氷河の涵養に
有利な風背側に氷河が偏在するようになった結
果であると考えられる。このような特徴は、日
本アルプス全域で確認されている （五百沢，
1979） ことから、調査地域に分布する圏谷壁の
形成期を五百沢 （1979） に従い、最新期・新期
の 2期に区分し、それぞれ最新期圏谷壁、新期
圏谷壁とよぶこととする。それぞれの圏谷壁の
分布は後述する堆石の分布とも調和的で、地形
形成期が異なると考えることに矛盾はない。
主山稜と圏谷壁の間には、圏谷壁よりも緩傾
斜な斜面が分布し、縦断形・横断形ともに浅い
区間の風化皮膜厚の最大値をノギスを用いて
0.05mm単位で計測する。5つの計測値の最
大値・最小値を除いた 3つの計測値の平均値
をその礫の風化皮膜厚とする。
4）測定地点ごとに25個の礫について計測を
実施する。地形面上の植被率が高く裸地面積
が小さいために、あるいは構成物質の礫径が
小さいために、1ヶ所で25個のサンプルを取
ることが難しい場合にも、可能な範囲で計測
を実施する。
一方、R値の測定は、安定した状態にある礫
径30cm以上の赤石層群の砂岩礫を対象として
実施した。礫表面の 5点で測定をおこない、そ
の平均値をその礫のR値とした。
Ϫ　調査結果
1．地形区分
空中写真判読と現地調査の結果から、本調査
地域において以下のような氷河・周氷河地形の
写真 2　前岳南東圏谷の地形
a：a堆石　b：b堆石　c：c堆石　PSS：周氷河性平滑斜面　RG：岩石氷河
中岳・前岳間の主稜線直下より2004年7月，長谷川撮影．
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埋積され、周囲との比高は 1mしかない。堆石
構成層は、層厚 1m以上、泥質砂を基質とする
平均礫径50cmの角・亜角礫層からなり、氷河
表面ティルと判断される。
Loc.18では、Loc.17の下方延長上のa2側堆
石構成層が確認できる。堆石堤は崖錐下方緩斜
面の構成層により埋積されており、堆石堤とそ
の内側・外側の崖錐下方緩斜面との比高は、そ
れぞれ 1m、2mである。堆石構成層は、泥質
砂を基質とする最大礫径180cm、平均礫径50cm
の角・亜角礫層からなり、氷河表面ティルと判
断される。
a1堆石構成層
前岳南東圏谷の右岸側a1端堆石上のLoc.4
（図 2） では、端堆石構成層とそれを覆う堆積物
が観察できる。Loc.4周辺の植生は、樹高0.5m
～0.7mのハイマツ低木群落からなる。堆石構
成層は、最大礫径1.5m、平均礫径0.8mの基質
を欠いた角・亜角礫層からなり、氷河表面ティ
ルであるとみなされる。
悪沢岳南西圏谷のLoc.19 （図 2） では、同圏
谷の右岸側に分布するa1堆石の構成層が確認
できる。堆石は圏谷底の縁を取り巻くように分
布し、Loc.19はちょうど側堆石が端堆石に移行
する付近に位置する。堆石堤の頂部と圏谷底と
の比高は 3m～4mで、構成層は泥質砂を基質
とし、礫径 1m以上の巨礫を多く含む角・亜角
礫層からなり、氷河表面ティルと判断される。
b堆石構成層
悪沢岳南西圏谷底の下流右岸に位置する
Loc.20 （図2） では、b側堆石構成層を観察でき
る。現河床からb堆石頂部までの比高は15mあ
り、露頭では河床から 3m～8mの範囲を観察
できる。堆積物は、褐色の泥質砂を基質とする
最大礫径150cm、平均礫径60cmの角・亜角礫
層からなり、礫径100cm以上の赤色チャートの
巨角礫を多く含んでいる。このような層相か
ら、本堆積物を氷河表面ティルと判断した。
凹形を呈する。形態以外に氷河作用を受けたこ
とを示す積極的な証拠は見当たらないが、一般
に雪線よりも上方に位置する緩斜面では、特別
な条件が揃わない限り確実に氷河が形成される
ことから、形態に基づいて氷食斜面であると判
断し、これを谷頭氷食緩斜面とよぶこととする。
圏谷内および圏谷より下方の斜面・谷中に分
布し、下流側に弧を向けて谷を塞き止めるよう
に伸びる堆積物からなる尾根状の高まりを堆石
（モレーン） と認定した。堆石の分布する位置
とそれぞれの堆石の連続性、開析や変形の程度
から、調査地域に分布する堆石群は形成期の異
なる三群の地形に区分できる。ここではこれら
の堆石群を新しい方から順 （上流側から順） に
a堆石、b堆石、c堆石と呼ぶこととする。
各圏谷とその下方に分布する a堆石、 b堆石、
c堆石の分布下限高度は以下の通りである。
悪沢岳南西圏谷：a堆石、2,740m；b堆石、
  2,500m；c堆石、2,320m
中岳南東圏谷：a堆石、2,840m；b堆石、
  2,650m；c堆石、2,320m
前岳南東圏谷：a堆石、2,810m；b堆石、
  2,730m；c堆石、2,500m
a堆石は、各圏谷の圏谷底に分布し、隣り合
う 2組の堆石からなる。どの圏谷でも下流側に
分布する堆石の方が上流側のそれよりも規模
（高さおよび堆石全体の体積）が大きい。以下
では、下流側の堆石をa1堆石、上流側の堆石
をa2堆石と呼ぶこととする。最新期・新期圏
谷壁と各堆石の平面分布から、それぞれの地形
の形成期はa堆石が最新期圏谷壁に、b・c堆石
が新期圏谷壁に対比される。
これらの堆石のうち、a2堆石 （Locs.17, 18）、
a1堆石 （Locs.4, 19）、b堆石 （Loc.20） において、
その構成層を確認し、記載した。
a2堆石構成層
悪沢岳南西圏谷のLocs. 17・18 （図 2） では、
同圏谷の右岸側に分布するa2側堆石の構成物
質が確認できる。Loc.17では、側堆石は崖錐に
29―　　―
ツ低木群落と指交するように分布する強風砂礫
地が認められる。このような斜面を、植被周氷
河性平滑斜面および風衝砂礫地と区別し、砂礫
地・ハイマツ指交斜面として区分した （図 2）。
前岳南東圏谷底の左岸側には、新期圏谷壁直
下に形成された崖錐から下方に、舌状の平面形
を呈する岩塊堆積地形が分布する。岩塊堆積地
形の下半部には、外縁と平行して発達する比高
1～2mの畝・溝構造が認められ、下流端には
比高 5m、傾斜36°の急斜面が存在する。表層
には長径 1m以上の巨角礫が基質を欠いた状態
で堆積する。以上のような地形・堆積物の特徴
から、この岩塊堆積地形を岩石氷河と認定し
た （図 2、写真 2）。しかし、外縁部のリッジと
圏谷底との比高は最大でも 5m程度で、内部に
永久凍土の存在する活動型・停滞型の岩石氷
河 （松岡 1998, 青山 2002a, b） とは考えにく
い。また、岩石氷河の一部はハイマツ低木群落
や風衝矮性低木群落に覆われ、そこには土壌も
形成されている。さらに、岩石氷河上方の崖錐
は全面がハイマツ低木群落に覆われている。こ
れらの事実から、この岩石氷河は、内部の永久
凍土層がすでに融解した化石岩石氷河であると
みなされる。岩石氷河の分布範囲は、新期圏谷
壁および b・c堆石形成期の氷河分布範囲に累
重し、a堆石に接している。したがって、岩石
氷河の形成期は、b堆石を形成した氷河の縮小
後、a堆石形成期までの時期である可能性が高
い。
c）圏谷内に認められるその他の地形
圏谷壁直下に発達する急傾斜な岩屑堆積地形
を崖錐として区分した。大部分は植被されて安
定化した化石崖錐であるが、一部に現在も活発
に岩屑が供給されている斜面を含んでいる。
崖錐下限の遷緩線から下方に連続して分布す
る堆積性の緩斜面を崖錐下方緩斜面として区分
した。崖錐構成物質の二次移動に伴って形成さ
れた地形と考えられる。
b）周氷河地形
稜線から下方に凸形～直線形～凹形の縦断形
を呈し、横方向にも小さな凹凸の少ない平滑な
斜面で、表層にソリフラクションで移動したと
みなされる角礫層の存在する斜面を周氷河性平
滑斜面と認定した。調査地域に分布する周氷河
性平滑斜面は、その大部分がハイマツ低木群落
に覆われた化石周氷河斜面で、一部に無植被岩
塊斜面が分布する。このような斜面をここでは
植被周氷河性平滑斜面とよぶこととする。
前岳南東尾根の南西向き斜面頂部に発達する
植被周氷河性平滑斜面上に位置するLoc.2 （図
2） 周辺では、斜面構成物質は基質を欠いた礫
径50cm以上の岩塊層からなり、部分的に無植
被岩塊斜面となっている他は、ハイマツ低木群
落や風衝矮性低木群落、マット状のハナゴケに
覆われる。また、中岳南東圏谷の右岸に分布す
る周氷河性平滑斜面上に位置するLoc.16 （図
2） 周辺では、斜面構成物質は、細礫まじり褐
色砂を基質とする最大礫径80cm、平均礫径
15cmの角礫層からなる。本地点周辺の植被周
氷河性平滑斜面は、新期圏谷壁に累重して発達
している。これは、植被周氷河性平滑斜面の形
成期が、新期圏谷壁 （b・c堆石） 形成期よりも
新しいことを示している。
以上に述べた特徴は、これまでに秩父山地
（清水 1983）、北アルプス笠ケ岳 （長谷川 
1996）、北アルプス常念岳 （長谷川 1999a） など
で確認された新期周氷河性平滑斜面 （以下、新
期平滑斜面） のそれと一致する。新期平滑斜面
の形成期は晩氷期であることが明らかにされて
いる。
植被周氷河性平滑斜面最上部の山稜部には、
無植被の風衝砂礫地が分布する。図示できる程
の面積を有する風衝砂礫地は、前岳南東圏谷に
面する、中岳南東尾根の南西向き斜面のそれの
みである （図 2）。
前岳南東圏谷の左岸側や、中岳南東圏谷底の
下方に位置する周氷河性平滑斜面では、ハイマ
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前岳南東圏谷の右岸側a1端堆石上のLoc.4
（図 2） では、前述の通り堆石構成層として氷
河表面ティルが認められる。ティル上には、下
位から順に層厚 4cmの角礫混じり黄灰色細砂
層、層厚 5cmの角礫混じり暗褐色腐植質シルト
層が堆積し、表層に層厚 2cmの腐植質層が生成
されている （図 3）。ティル直上の黄灰色細砂
層から、透明・淡褐色のバブルウォール型火山
ガラスが検出された。火山ガラスの特徴と産出
層準から、本地点で検出された火山ガラスは
Loc.5と同様、K-Ahに対比される。
前岳南東圏谷の左岸側a1端堆石上のLoc.6
（図 2） でピットを掘削し、表層地質を記載し
た （図 3）。 地表には厚さ 5cmのハナゴケがマッ
ト状に生育している。本地点では、堆石を構成
する基質支持礫層 （氷河表面ティル） の直上に
層厚 2cmの暗灰色シルト層が堆積し、それを
覆って層厚 2cmの黒褐色腐植質層が生成され
ている。ティル直上の暗灰色シルト層からバブ
ルウォール型火山ガラスが検出された。火山ガ
2 ．氷河・周氷河地形上での表層物質の記載
前岳南東圏谷の左岸側a1堆石上のLoc.5 （図
2）でピットを掘削し、表層地質を記載した
（図 3）。本地点では、堆石を構成する基質支持
礫層 （氷河表面ティル） 上に層厚15cmの細礫混
じり泥質砂層が堆積し、その上位に層厚10cm
の腐植質土層が生成されている。腐植質土層の
最下部には、ガラス質テフラが 1層介在する。
本テフラは、層厚 1cmの褐灰色 （10YR6/1） を
呈する細粒火山灰層であり、軽石粒や岩片を含
まない。また、顕微鏡下では、主に平板状バブ
ル型の火山ガラスからなり、斑晶をほとんど含
まないことが確認された。火山ガラスの多くは
無色透明だが、淡褐色に色づいたガラス片も認
められる。火山ガラスの屈折率はn＝1.506－
1.513である1）。これらの岩石記載的特徴は、
九州南端の鬼界カルデラから約 7300 年前に噴
出した鬼界アカホヤテフラ （K-Ah: 町田・新井 
1978, 2003） のそれに合致することから、本テ
フラをK-Ahに同定した。
図 3　堆石・周氷河性平滑斜面上の表層地質柱状図
1 .リター　2 .腐植質層 （黒色）　3 .腐植質層 （暗褐色）　4 .細砂　5 .シルトおよび砂質シルト　6 .火山ガラス （K-Ah）
7 .氷河表面ティル　8 .角礫層 （基質支持）　9 .基質を欠く角礫層
調査地点の位置は図 2に示す．
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層、層厚 2cmの埋没腐植質層、層厚 3cmの腐
植まじり細砂層、層厚 3cmのリターが堆積す
る （図 3）。これらのうち周氷河性斜面物質直上
の風成細砂層からバブルウォール型火山ガラス
が検出された。その産出層準から、この火山ガ
ラスはK-Ahに対比される。
以上のように、調査地域に分布するa堆石
（Locs.4, 5, 6） および植被周氷河性平滑斜面
（Locs.2, 16） の形成期はK-Ahの降下堆積以前
であることが確実である。また、新期圏谷壁と
周氷河性平滑斜面・岩石氷河の累重関係から、
周氷河性平滑斜面および岩石氷河の形成期は、
b堆石形成期よりも新しいことが確実である。
3 ．風化皮膜厚の測定結果
調査地域に分布するa堆石 （Locs.3, 5）、b堆
石（Locs.11, 12, 13）、c堆石 （Loc.14）、植被周
氷河性平滑斜面 （Loc.2）、岩石氷河 （Locs.8, 9）
上において風化皮膜厚の測定を実施した （図 4、
表 1）。その結果は以下のようにまとめられる。
ラスの産出層準がLocs.4・5と同様であること
から、この火山ガラスはK-Ahに対比される。
前岳南東尾根の南西向き斜面頂部に発達する
植被周氷河性平滑斜面上に位置するLoc.2 （図
2） では、前述のように、斜面構成物質は基質
を欠いた礫径50cm以上の岩塊層からなる。無
植被岩塊斜面に隣接する厚さ5cmのハナゴケ
マットに覆われた地点でピットを掘削して斜面
上の表層物質を観察した （図 3）。岩塊層の直上
には、層厚 3cmの褐色シルト質砂が堆積し、
地表には層厚 2cmの暗褐色腐植質層が生成さ
れている。岩塊層直上の褐色シルト質砂から、
バブルウォール型火山ガラスが検出された。そ
の産出層準から、本地点で検出された火山ガラ
スはK-Ahに対比される。
中岳南東圏谷の右岸に分布する周氷河性平滑
斜面上に位置するLoc.16 （図 2） では、前述の
ように、斜面構成物質は細礫まじり褐色砂を基
質とした角礫層からなる。周氷河性斜面物質の
上位には、下位から順に層厚 3cmの風成細砂
図 4　氷河・周氷河地形上で計測した風化皮膜厚の頻度分布
調査地点の位置は図 2に，地形種は表 1に示す．
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の平均値は46.3、48.0、b堆石では40.1、41.1、
42.2であり、両地形の形成期は明瞭に区別でき
る。一方、c堆石での値は40.0であり、b堆石
のそれと変わらなかった。その理由については
現時点では不明であり、今後の検討が必要であ
る。
一方、岩石氷河上の4地点におけるR値の平
均値は、末端部で43.2、中央部で44.1、上部で
44.4、44.7であり、岩石氷河上部から末端部に
向かって次第に値が小さくなる傾向がみられ
た。これは、流動速度 （101cmy-1～102cmy-1：松
岡 1998）の遅い岩石氷河では、上部ほど新し
く生産された礫により構成されることを示して
いると考えられる。同時に岩石氷河上で得られ
たR値は、a堆石よりも小さく、b堆石よりも
大きい。これにより、岩石氷河の形成期は、b
堆石形成期以降、a堆石形成期以前であるとみ
なされる。
砂礫地・ハイマツ指交斜面におけるR値の平
均値は、53.0と圏谷内で最大の値を示した。
ϫ　 荒川三山南面圏谷群における氷河・
周氷河地形発達史
以上のように、本調査地域ではa堆石・b堆
c堆石：平均値3.17mm、モード2.6-3.0mm
b堆石：平均値1.74-1.82mm、モード1.6-2.0mm
a堆石：平均値1.21-1.24mm、モード1.1-1.5mm
植被周氷河性平滑斜面：平均値1.18、モード
1.1-1.5mm
岩石氷河：平均値1.22-1.32mm、モード1.1-
1.5mm
これらの測定結果から、a堆石・植被周氷河
性平滑斜面・岩石氷河の形成期は、非常に近い
時期である可能性が高いと考えられる。岩石氷
河は、モードではa堆石・植被周氷河性平滑斜
面と全く同じピークを持つが、平均値では
loc.8でやや厚めの値が出ている （表 1）ことか
ら、その形成期はa堆石・植被周氷河性平滑斜
面の形成期に先立つ可能性が示唆される。
4 ．シュミットハンマー反発値の測定結果
前岳南東圏谷内のa堆石 （Locs.4, 5）、b堆石
（Locs.11, 12, 13）、c堆石 （Loc.14）、岩石氷河
（Locs. 7, 8, 9, 10）、および砂礫地・ハイマツ指
交斜面 （Loc.1） においてシュミットハンマー反
発値 （R値） の測定を実施した （図 2）。測定結
果を図 5に示す。測定値は、値が大きいほど反
発値が大きい、即ち新しい時代に生産された礫
であることを示している。a堆石におけるR値
表 1　氷河・周氷河地形上で計測した風化皮膜厚の測定結果
調査地点番号 地　形 平均値（mm） 標準偏差 モード（mm） n＝
loc. 14 c端堆石 3.17 0.38 2.6－3.0 10
loc. 12 右岸 b端堆石 1.81 0.28 1.6－2.0 25
loc. 13 右岸 b側堆石 1.82 0.24 1.6－2.0 25
loc. 11 左岸 b端堆石 1.74 0.26 1.6－2.0 25
loc. 5 左岸 a端堆石 1.21 0.18 1.1－1.5 25
loc. 3 右岸 a端堆石 1.24 0.21 1.1－1.5 15
loc. 8 岩石氷河左岸 1.32 0.41 1.1－1.5 10
loc. 9 岩石氷河末端 1.22 0.14 1.1－1.5 25
loc. 2 新期平滑斜面 1.18 0.15 1.1－1.5 25
loc. 15 中岳南東圏谷 a端堆石 1.24 *** l.1－1.5 5
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Ratio法 （THAR法：氷河涵養斜面上端高度と氷
河末端高度のみから雪線高度を算出する簡便な
方法：Porter 1964, 1975; Scott 1977; Meierding 
1982） により算出した各時期の雪線高度を表 2
にまとめて示す。これらの氷河前進期は、荒川
岳期 3の端堆石がK-Ahに覆われることから少
なくとも7.3kaより遡ることが確実で、最終氷
期中の氷河前進期に対比される。
荒川岳期 1・2と荒川岳期 3の地形、たとえ
ば新期・最新期圏谷壁は、開析の程度が明瞭に
異なっている。しかし、荒川岳期 1と荒川岳期
2の地形には、開析・変形の程度に明瞭な差が
認められず、両ステージ間に大きな時間間隙が
存在したとは考えにくい。一方、古期の地形と
荒川岳期1の地形とを比べると、古期の地形は
開析・変形が著しく進んでいる。このことか
ら、古期と荒川岳期 1の間には、比較的長い氷
河の縮小期あるいは消滅期が存在したものと推
定される。
石・c堆石の三群の堆石群の形成期が認められ
た。また、悪沢岳南西圏谷下流側のU字谷底に
分布するc堆石の下流にも、U字谷状の形態を
呈する谷が続き、その下流端の本谷出合上流側
には五百沢 （1979） が古期端堆石と判断した堆
石状地形が分布する （図 1）。本研究では下流域
の地形に関しては調査を実施しなかったもの
の、空中写真の判読からはそれぞれ氷食谷・端
堆石と認定された。そこで、本谷出合上流側に
分布するこの端堆石を、五百沢 （1979） に従い
古期堆石と呼ぶこととする。荒川三山南面圏谷
群とその下流に分布するこれら 4群の堆石群が
形成された氷河前進期を、ここでは古い方から
順に古期・荒川岳期 1・荒川岳期 2・荒川岳期
3と呼ぶこととする。新期圏谷壁の形成期は荒
川岳期 1・2に、最新期圏谷壁の形成期は荒川
岳期 3にそれぞれ対比される。
堆石の分布から復元される各氷河前進期の氷
河末端高度、およびToe-to-Headwall Altitude 
図 5　氷河・周氷河地形上で計測したシュミットハンマー反発値
調査地点の位置は図 2に示す．
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Ⅱ期に、荒川岳期 3が䉤沢Ⅲ期にそれぞれ対比
されると考えられる。
一方、本調査地域に分布する植被周氷河性平
滑斜面と岩石氷河は、氷河地形との累重関係か
ら荒川岳期 2以降に形成されたことが確実で、
植被周氷河性平滑斜面がK-Ahに覆われること
から、その形成期は最終氷期に遡る可能性が高
い。風化皮膜厚の測定結果からは、荒川岳期 3
の堆石と植被周氷河性平滑斜面の形成期はほぼ
同時期であるとみなされた。
先に述べたように、本地域に分布する植被周
氷河性平滑斜面の地形・構成物質・植生の特徴
以上のような氷河の消長史は、これまでに北
アルプス （小疇ほか 1974；伊藤 1982；Ito and 
Vorndran 1983；伊藤・正木 1987b；長谷川 
1992, 1996, 1999b） で明らかにされた最終氷期
中の氷河の消長史と良く一致する。それらの研
究との対比から、本調査地域における氷河前進
期は、古期が最終氷期前半の亜氷期に、荒川岳
期 1が最終氷期後半の亜氷期初期に、荒川岳期
2が最終氷期極相期に、荒川岳期 3が晩氷期に
それぞれ対比されよう （図 6）。また、仙丈ヶ
岳 （神澤・平川 2000） における氷河前進期と
は、古期が䉤沢Ⅰ期に、荒川岳期 1・2が䉤沢
表 2　各氷河前進期における氷河末端高度と雪線高度
氷河前進期 前岳南東圏谷 中岳南東圏谷 悪沢岳南西圏谷
荒川岳期 3 2,810m（2,935m）2） 2,840m（2,950m）2） 2,740m（2,870m）3）
荒川岳期 2 2,730m（2,895m）2） 2,650m（2,855m）2） 2,500m（2,810m）1）
荒川岳期 l 2,500m（2,780m）2） 2,320m（2,720m）1）
古　期 2,060m（2,590m）1）
（　）内：THAR法（Toe-to-HeadwallAltitude Ratio＝0.5）により算出した雪線高度．
SLA＝（AU－AL） × 0.5 ＋ AL
SLA：雪線高度　AU：氷河涵養斜面上端高度　AL：氷河末端高度
1）～3）：氷河涵養斜面上端高度　1） 3,120m，2） 3,060m，3） 3,000m
図 6　氷河・周氷河地形形成期の対比と編年
薮沢 I 期
薮沢 III 期
薮沢 II 期
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期：2,060m、荒川岳期 1：2,320m～2,500m、
荒川岳期 2：2,500m～2,730m、荒川岳期 3：
2,740m～2,840m、THAR法により算出した雪
線高度は、古期：2,590m、荒川岳期 1：2,720
～2,780m、荒川岳期 2：2,810～2,895m、荒川
岳期 3：2,870～2,950mである。
2．荒川三山南面には、主としてハイマツ低木
群落に植被された植被周氷河性平滑斜面が分
布し、前岳南東圏谷底には化石岩石氷河が分
布する。植被周氷河性平滑斜面と岩石氷河
は、共に荒川岳期 2の氷河地形に累重して発
達している。
3．荒川岳期 3の堆石および植被周氷河性平滑
斜面を覆う堆積物中から、K-Ah起源の火山
ガラスが検出された。
4．荒川岳期 1・2・3の堆石および岩石氷河、
植被周氷河性平滑斜面、砂礫地・ハイマツ指
交斜面を対象に、風化皮膜法およびシュミッ
トハンマー反発値を利用した相対編年を試み
た結果、荒川岳期 3と植被周氷河性平滑斜面
形成期が対比され、岩石氷河形成期は荒川岳
期 2以降、荒川岳期 3までの間であることが
明らかとなった。砂礫地・ハイマツ指交斜面
はネオグレシエーションに対比される可能性
がある。
5．北アルプスの氷河前進期および周氷河性平
滑斜面形成期との対比から、古期は最終氷期
前半の亜氷期に、荒川岳期 1は最終氷期後半
の亜氷期初期に、荒川岳期 2は最終氷期極相
期に、荒川岳期 3および植被周氷河性平滑斜
面形成期は晩氷期に、岩石氷河形成期は最終
氷期極相期以降、晩氷期までの間にそれぞれ
対比された。
本研究では、荒川三山南面における氷河・周
氷河地形発達史の概要を明らかにすることがで
きた。しかし、古期の氷河地形や最終氷期極相
期以前の周氷河地形についてはほとんど調査を
実施することができなかった。悪沢岳南西圏谷
下流のU字谷底に分布するb堆石・c堆石は、
は、秩父山地や北アルプスに分布する晩氷期に
形成された新期平滑斜面 （清水 1983；長谷川 
1996, 1999a） のそれに酷似する。上に述べてき
たように、本地域に分布する植被周氷河性平滑
斜面の形成期を晩氷期と考えることに大きな矛
盾は無い。以上の理由から、周氷河性平滑斜面
の形成期を荒川岳期 3  （晩氷期） に対比した
（図 6）。
一方、岩石氷河の形成期は、風化皮膜厚から
は荒川岳期 3とほぼ同時期、R値の測定結果か
らは荒川岳期 2以降、荒川岳期 3までの間であ
るとみなされた。荒川岳期 2の前岳南東圏谷で
は、氷河が圏谷のほぼ全域に発達していたが、
荒川岳期 3には風背側となる右岸斜面にのみ氷
河が残存した。これらのことを合わせて考える
と、荒川岳期 2以降の氷河の縮小に伴い露出し
た左岸側 （風衝側） 斜面に永久凍土が発達し、
そこに岩石氷河が形成され、その形成は荒川岳
期 3まで、あるいはその直前まで継続したもの
と考えられる （図 6）。
砂礫地・ハイマツ指交斜面におけるR値は圏
谷内で最大の値を示しており、その形成期が完
新世にずれ込むことはほぼ確実であろう。北ア
ルプスでは、ネオグレシエーションに周氷河斜
面が拡大したことが知られており（高田 
1992）、本地域における砂礫地・ハイマツ指交
斜面の形成期は、ネオグレシエーションに対比
される可能性がある （図 6）。
Ϭ　まとめと今後の課題
南アルプス南部に位置する荒川三山南面の氷
河・周氷河地形の発達史を明らかにすることを
目的に、空中写真の判読と現地調査を実施し
た。その結果、以下の事実が明らかとなった。
1．荒川三山南面には、古いほうから順に古
期・荒川岳期 1・荒川岳期 2・荒川岳期 3の
4回の氷河前進期を示す氷河地形が分布す
る。それぞれの時期の氷河末端高度は、古
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